
【熊本のバス利用者２倍構想】
世界的半導体工場の熊本進出に備えた脱クルマ依存への挑戦（その２）

吉永孝文（産交バス㈱共同経営推進室）、西園知哉（九州産交バス㈱）、下村一路（熊本電気鉄道㈱）
金丸晃大（㈱ケー・シー・エス）、太田恒平（㈱トラフィックブレイン）

連絡先：吉永孝文（産交バス㈱共同経営推進室）
E-mail：yoshinaga-takafumi@kyusanko.co.jp

※本研究の一部は、国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）の委託研究である Beyond 5G研究開発促進
事業として実施されました。

バス事業者・企業（セミコン企業、
バイクメーカー）・行政（県、市町）
が協働して渋滞緩和に挑戦中！！

通勤バス実証実験
（新須屋～セミコンテクノパーク）

セミコン通勤バス（実施主体：セミコン交通対策協議会 運行：熊本電気鉄道（株））

通勤バス実証実験
（肥後大津駅～Honda）

週あたり９７便増!!

運転しなくて

良いのは

とても楽

毎朝の

事故リスクや
ストレスから
解放された

乗り継ぎが

ないため

非常によい

移動時間を

有効活用でき

本当に快適

継続して

ほしい

サービス
UP

交通混雑
緩和

公共交通
事業拡大

ガンガン増便！！
新ルートも運行して
セミコンへの通勤を
支援しています

1年で約2倍に！
2023年1月

平日21便ＳＣ

2024年1月

平日25便ＳＣ

平日7便ＳＣ

平日6便 土日祝6便ＳＣ

運行内容 利用状況 もっと使いやすい
バスへ

多言語化によるスマート
なバス通勤

新工場開業に備えた

新ルート運行

利用者・輸送力増に向け
たハード面の改善

利用者
から好評

最大348人/日の利用

JR豊肥本線と
むすんで便利に

セミコン地域の取組を大
津町でも！

関係者が協力して

Challenge!!

とっても積極的な意見
たくさんいただいています

社会課題の解決に

貢献したい！

もっと地域一体で

渋滞対策を！

時差出勤・道路改良・

信号改善も組み合わせて！

セミコン
テクノパーク

Honda
熊本工場

肥後大津駅

通勤バス実証実験
（新須屋～

セミコンテクノパーク）

セミコン通勤バス
ＳＣ ＳＣ ＳＣ 通勤バス実証実験

（肥後大津駅～Honda）

第1弾：

最大利用

180名/日

※地域の現状や課題について第18回JCOMMでの発表を参照ください。 https://jcomm-or-jp.prm-ssl.jp/18th_jcomm/data/R5_PB23.pdf

実証実験の結果、継続運行は断念しましたが、関係行政に
引き続き打診していきます。

今年度は国土交通省「共創・MaaS実証プロジェクト」を
活用した本格運行も見据えた長期実証を予定しています。
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